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第
十
八
条
の
二
第
六
項
中
「
第
十
七
項
」
を
「
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
こ
の
条
、
次
条
並
び
に

第
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
三
号
」
を
「
第
十
八
条
の
四
ま
で
」
に
改
め
、同
条
第
十
四
項
中「
第

十
七
項
」
を
「
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
又
は
手
続
委

託
型
輸
出
物
品
販
売
場
」
を
「
、
手
続
委
託
型
輸
出
物
品
販
売
場
又
は
自
動
販
売
機
型
輸
出
物
品
販
売
場
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

16

自
動
販
売
機
型
輸
出
物
品
販
売
場
に
係
る
法
第
八
条
第
六
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
は
、
当
該
許
可
を
受
け

た
販
売
場
に
設
置
す
る
指
定
自
動
販
売
機
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め

る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
そ
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
五
の
見
出
し
中
「
設
置
す
る
」
を
「
設
置
し
よ
う
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
申
請

を
承
認
し
、
又
は
申
請
者
が
次
に
掲
げ
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
、
法
第
八
条
第
九
項

の
承
認
を
し
、
又
は
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

一
般
型
輸
出
物
品
販
売
場
又
は
手
続
委
託
型
輸
出
物
品
販
売
場
と
み
な
さ
れ
る
臨
時
販
売
場
（
法
第
八
条
第

八
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
輸
出
物
品
販
売
場
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
臨

時
販
売
場
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

当

該
事
業
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

イ

臨
時
販
売
場
に
お
け
る
免
税
販
売
手
続
に
係
る
事
務
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
必
要
な
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
事
業
者
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ

法
第
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
輸
出
物
品
販
売
場
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り

同
条
第
九
項
の
承
認
を
取
り
消
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ
と

そ
の
他
臨
時
販
売
場
を
設
置
す
る
事
業
者
と
し
て
特
に
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
な
い
こ
と
。

ハ

一
般
型
輸
出
物
品
販
売
場
又
は
手
続
委
託
型
輸
出
物
品
販
売
場
に
係
る
法
第
八
条
第
六
項
の
許
可
を
受
け

て
い
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

二

自
動
販
売
機
型
輸
出
物
品
販
売
場
と
み
な
さ
れ
る
臨
時
販
売
場
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

当
該
事
業

者
が
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

第
十
八
条
の
五
第
六
項
中
「
事
業
者
は
、」の
下
に
「
当
該
承
認
に
係
る
一
般
型
輸
出
物
品
販
売
場
若
し
く
は
手
続

委
託
型
輸
出
物
品
販
売
場
と
み
な
さ
れ
る
臨
時
販
売
場
又
は
自
動
販
売
機
型
輸
出
物
品
販
売
場
と
み
な
さ
れ
る
」
を

加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
）
に
係
る
」
の
下
に
「
課
税
仕
入
れ
に
係
る
支
払
対
価
の
額
（
」を
加
え
、

「
の
百
十
分
の
百
」
を
「
を
い
う
。
同
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
百
十
分
の
百
」
に
、「
同
項
」
を
「
特
定

課
税
仕
入
れ
に
係
る
支
払
対
価
の
額
（
同
条
第
一
項
」
に
、「
又
は
保
税
地
域
」
を
「
を
い
う
。
同
号
及
び
第
三
項
に

お
い
て
同
じ
。）又
は
保
税
地
域
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
法
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
及
び
「
同
項
に

規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
費
用
の
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
調
整
対
象
自
己
建
設

高
額
資
産
の
建
設
等
に
要
し
た
課
税
仕
入
れ
に
係
る
支
払
対
価
の
額
の
百
十
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
、
特
定
課

税
仕
入
れ
に
係
る
支
払
対
価
の
額
及
び
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る
課
税
貨
物
の
課
税
標
準
で
あ
る
金
額
（
当

該
調
整
対
象
自
己
建
設
高
額
資
産
の
建
設
等
の
た
め
に
要
し
た
原
材
料
費
及
び
経
費
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
累

計
額
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
千
万
円
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
、
第
三
十
五
条
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、「
及

び
第
三
十
九
条
第
六
項
」
を
「
並
び
に
第
三
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
い
ず
れ
か

の
課
税
期
間
」
を
「
課
税
期
間
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
見
出
し
中
「
小
規
模
事
業
者
」
を
「
小
規
模
事
業
者
等
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
二
項
中
「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
の
控
除
の
対
象
外
と
な
る
居
住
用
賃
貸
建
物
の
範
囲
）

第
五
十
条
の
二

法
別
表
第
一
第
十
三
号
に
掲
げ
る
住
宅
の
貸
付
け
の
用
に
供
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
部
分
が
あ

る
居
住
用
賃
貸
建
物
（
法
第
三
十
条
第
十
項
に
規
定
す
る
居
住
用
賃
貸
建
物
を
い
う
。
以
下
第
五
十
三
条
の
四
ま

で
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
事
業
者
が
、
当
該
居
住
用
賃
貸
建
物

を
そ
の
構
造
及
び
設
備
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
当
該
部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
（
以
下
こ
の
項
及
び
同
条

第
一
項
に
お
い
て
「
居
住
用
賃
貸
部
分
」
と
い
う
。）と
に
合
理
的
に
区
分
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
居
住
用
賃
貸

部
分
に
係
る
課
税
仕
入
れ
等
の
税
額
（
法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
課
税
仕
入
れ
等
の
税
額
を
い
う
。
次
項

及
び
第
五
十
三
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
の
み
、
法
第
三
十
条
第
十
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

居
住
用
賃
貸
建
物
が
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
自
己
建
設
高
額
特
定
資
産
と
し
て
同
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
第
二
号
に
定
め
る
日
の
属
す
る
課
税
期
間
以
後
の
課
税
期
間
に
お
け
る
当
該
居

住
用
賃
貸
建
物
に
係
る
課
税
仕
入
れ
等
の
税
額
に
つ
い
て
の
み
、
法
第
三
十
条
第
十
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
五
十
三
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
課
税
賃
貸
割
合
等
の
計
算
方
法
）

第
五
十
三
条
の
二

法
第
三
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
課
税
賃
貸
割
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
計
算
し
た
割
合
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
に
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
の
占
め
る
割
合
と
す
る
。

一

当
該
事
業
者
が
調
整
期
間
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及

び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
行
つ
た
当
該
居
住
用
賃
貸
建
物
（
同
項
に
規
定
す
る
第
三
年
度
の
課
税
期
間
の
末

日
に
お
い
て
有
し
て
い
る
部
分
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
貸
付
け
の
対
価
の
額
の
合
計
額
か
ら
、
当

該
調
整
期
間
に
行
つ
た
当
該
貸
付
け
に
係
る
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る

対
価
の
返
還
等
の
金
額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
額

政
令
第
百
十
四
号

消
費
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
消
費
税
法

（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
、
第
四
条
第
三
項
第
一
号
、
第
八
条
第
九
項
及
び
第
十

項
並
び
に
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
消
費
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

消
費
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
一
式
と
す
る
。」を
「
一
式
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
レ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
ル
か
ら
タ
ま
で
を
同

号
ヲ
か
ら
レ
ま
で
と
し
、
同
号
ヌ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル

樹
木
採
取
権

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
租
鉱
権
又
は
」
を
「
租
鉱
権
、」に
、「
い
う
。）」
を
「
い
う
。）又
は
樹
木
採
取
権
」に
、

「
租
鉱
区
又
は
」
を
「
租
鉱
区
、」に
、「
採
石
場
」
を
「
採
石
場
又
は
樹
木
採
取
権
に
係
る
樹
木
採
取
区
」に
改
め
る
。

第
九
条
第
四
項
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
盲
人
安
全
つ
え
」
を
「
視
覚
障
害
者
安
全
つ
え
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
こ
の
条
か
ら
第
十
八
条
の
五
ま
で
」
を
「
第
十
八
条
の
四
ま
で
及
び
第
十
八
条
の

五
第
二
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
。
以
下
こ
の
条
」
の
下
に
「
、
次
条
第
二
項
第
三
号
」

を
加
え
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
イ
中
「
の
全
て
」
を
削
る
。

第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
第
三
号
に
規
定
す
る
自
動
販
売
機
型

輸
出
物
品
販
売
場
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
こ
の

条
、
次
条
及
び
第
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
八
条
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。三

当
該
販
売
場
に
お
い
て
非
居
住
者
に
対
し
て
譲
渡
す
る
免
税
対
象
物
品
に
係
る
免
税
販
売
手
続
が
、
当
該
販

売
場
に
設
置
す
る
自
動
販
売
機
に
よ
つ
て
の
み
行
わ
れ
る
市
中
輸
出
物
品
販
売
場
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
八

条
の
五
に
お
い
て
「
自
動
販
売
機
型
輸
出
物
品
販
売
場
」
と
い
う
。）の
許
可

当
該
販
売
場
が
第
一
号
イ
及
び

ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
、
一
の
指
定
自
動
販
売
機
（
免
税
販
売
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
機
能

を
有
す
る
自
動
販
売
機
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
（
国
税
庁
長
官
が
観
光
庁
長
官
と
協

議
し
て
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。
第
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
み
を
設
置
す
る
販
売
場
で
あ
る
こ

と
。
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